
第2回県議会定例会 （5月15日）

　台風19号では、土砂災害や河川の氾濫など県内
各地でも、大きな被害がありました。被災された
方々には心からお見舞いを申し上げます。一刻も
早い復興に努めたいと思います。
　4月に行われました選挙では、皆様からたくさ
んの応援、ご協力をいただきましたこと、心から感
謝申し上げます。
　議会においては
　　　　　　　　　     　に所属、活動しておりま
す。皆様の声を県政につないでいくこと、そしてだ
れもが笑顔でくらせるために努めてまいります。
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防災・減災特別委員会

厚生文化常任委員会の委員として質疑しました （６月４日）
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・障害がある子の保護者どうしが、悩みを打ち明けたり、情

　報交換したりできる場の設置について

・障害がある子に対応した歯科医院や理容店などの県、町、

　保護者の情報共有について

身体障害者福祉団体連合会や手をつなぐ育成会の

関係者のあいだでも、交流の場が必要だと聞いている。

そういった場を市町村ごとにという意見については検討したい。県の説明

消防団員の確保につながるよう、県広報誌やホームペー

ジ等で広報活動をしている。また、消防団員証を提示す

ると、登録店舗で優遇サービスが受けられる「ぐんま消防

団応援の店」事業に取り組んでいる。液体ミルクについて

は、今年度から県の備蓄に加えるよう準備を進めている。

・消防団の担い手不足に対する県の取り組みについて

・災害時備蓄品に液体ミルクを導入することについて

10月17日上毛新聞
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皆様の声を県政に！
　　　　　気軽に声をかけて下さい。
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県内調査県外調査

群馬県立障害者リハビリセンターの建て替えを見学
（2019.8.19)

利用者へのきめ細かな配慮がすばらしい！

厚生文化常任委員会視察

備えのあることの大切さを痛感！

防災･減災特別委員会視察

来年1月で25年になる震災を、知らない世代も
多くなっている。その実態をふまえ、
「忘れない」「伝える」「備える」「いかす」を合い言

阪神淡路大震災で被災した神戸市と淡路市を視察

リハビリセンター玄関にて

利用者の気持ちや

動きにそった設計が

されていました

神戸市災害本部情報収集室

神戸市災害本部室

（県内各地からの情報が一同に共有できる大画面）

居室の説明をうける

（2019.7.23～7.25）
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葉に震災当時の惨
状を展示したり、
体験したりするこ
とで、風化させな
い取り組みをして
いる。
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